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高輪臺町 木寸熊二

一番町 植寸正久

櫻 實 熟 時の の する   

 

學校 入 當座 一年半 二年 間 捨吉 實へ つた か ばかりの は に、 、

浮浮 樂 月日 送 血氣壯 人達 中 來 見 誰 左樣注意深 彼 行動と しい を つた んな の へ て ると も く の を。 、

監督 無 籠 飛出 小鳥 好 勝手 振舞 出來するものは かつた まるで から した のやうに き に ふことが た。 。

中略 學窓 東京 地方 良家 子弟 多勢集 來 居 互 學生には ばかりでなく からの の も まつて て て に、 、

流行 競 合 柔 黑羅紗 外套 色澤 聞 惚 軟 編上 靴らしい を ひ つた い の の き れるやうな やかな げの の。 、

音 奈何 彼 好奇心 何時 間 彼 良家 子弟 風俗 學 中なぞは に の をそヽつたらう の にか も の の を んだ。 。

略 彼 若 男 女 交際 場所 集會 敎會 長老 家庭 出入 自分 心 仕合は い や の する の の なぞに し の を、 、 、

可憐 相手 探 求 櫻 實 熟 時にするやうな な を し めた の の する。   

植寸正久 正宗白鳥

三好行雄外 明治 文學 有斐閣の  



明治以後 社會 文化 影響の や に したキリス

敎 藤村 場合ト は カトリックよりもプロテスタントであり の もそれであった プロテスタント、 、 。

場合 信仰生活 伝統 日本 受 入 同時 敎會 信者 結の は の のない ではより け れられやすいが に と の、 、

付 稀薄 離敎 棄敎 危險 多 明治 作家 一時び きの さから もしくは しやすい も い の たちが キリスト、 。

敎徒 全部離敎 棄敎 彼等 信念 信敎となりながら ほとんど もしくは しているのは が にもとづいた、 、

者 近 故彼等 强 背敎意識 敎でなくして ム ドにあこがれて づいたためである それ は い なしに、 。 、

會 離 行から れて ったのである。

  

一番町敎會

前略 捨吉 言に

彼自身 若 信仰 詩 宗敎 幼稚 心持 混 合 大人 徹はせると の い は と の な の じ つたやうなもので の し、 、

信仰 境地 遠 彼 基督 詩的 人格 幻影 彼自身た の からは いものだつた の はあまりに な の で そこが。 、

物足にも りなかつた。 櫻 實 熟 時の の する  
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吉田精一 島崎藤村 吉田精一著作集 櫻楓社    
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神 何故 斯 不思議 世界 造 何故 美 殊は に く な を つたらう にあるものを しくし あるものを。 、

更醜 何故 雀 傍 鷹 置 羊 側 狼 置 蛙 側 蛇 置 鷄 側くしたらう に の に を き の に を き の に を き の に。 、 、 、

鼬鼠 置 何故 平和 神 敎會 果 暗鬪 賦与 富 長老 貧を いたらう に な の にまで しなき を し める と しい。 、

執事 爭 捨吉 斯 思 沈 姦淫 勿 處女 侵 勿 嫂 盜 勿とを はすだらう は く い んだ する れ を す れ を む。 。 、 、

れ 其他一切 不德 神 誠 一生 到底神 嘉納の はエホバの の むるところである バイロンの は の するも、 。

思 英吉利 詩人 以太利 遊 時 町 年頃 娘 家 母のとも はれない の が へ んだ ヱニスの で な をもつた の。 、

親 美貌 放縱 人 見 窓 閉 万物はあの で な を せまいとして を めたといふではないか それにしても を。 、

悲觀 詩 奈何 斯 自分 心 魅 魅力 何 仮するやうなバイロンの が して う の を するだらう あの は だらう。 。

令彼 操行 神 何故 斯 不思議 世界 造 櫻 實 熟 時の は は に く な を つたらう の の する。   

西鶴

好色一代女

伊東一夫

笹淵友一

伊東一夫 島崎藤村硏究 近代文學硏究方法 諸問題 明治書院の  



若菜集

敎的絶對神 汎神論的自然 藤村 最高価値槪念キリスト から へ の がおきかへられたと、

藤村 者 立場 全 消滅 思 時期 明治二七 八き のキリスト としての は く したと はれる その はほぼ、 。 、

年 交 彼 思想的立場の であつた そしてそれは の がプロテスタンティズムからヒューマニズムへ。 、

完全 移行 意味 中略に したことを する。 若菜集 以後 藤村 思想的立場の の がそこにあつた し。

藤村 媒介 從かも のヒューマニズムはプロテスタンティズムに されたものであつた つてキリスト。

敎的世界觀 關聯 斷絶との が してしまつたわけではない。

笹淵友一

文學界 時代 明治書院とその  

山本建吉

明治學院

一見信仰 捨 彼 文學 宗敎 戒律 對 決定的 勝を てたようでありながら においては が や に して な、 、

利 一度 彼 文學 宗敎 戒律 罪 意識 後 髮 引をおさめたことは もない の は と と の にいつも ろ を か、 。 、

彼 憂愁 隱遁的氣分 育 明治學院 主義れている の と を てたものは のカルビン であったかもしれな。 、

讀賣新聞い。

伊藤信吉 現代詩人  

文學界 時代 下とその  



和歌 俳諧 漢詩 英詩 新体詩

藤村詩集  
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天馬 文學界

秋 文學界のうた

初戀 文學界

狐 文學界のわざ

逃 水 文學界げ

深林 逍遙 帝國文學

一葉舟

鷲歌 文學界

白磁花甁賦 文字界

葡萄樹 文學界

春詞 文學界 おもひいづるまま

友 寄 書 文學界 聊 思 述に するの か ひを

今日 批評家 望べて の に む

西花余香 草 文學界うらわか



夏草

月

夏草 なつくさ

夏草 女學雜誌 甲 卷

文學界 夏草

晩春 別離 夏草  

曉 誕生

月光五首

新潮 にひしほ

二 泉つ

天河二首

婚姻 祝歌

農夫

落梅集

春陽堂

勞働雜詠 新小說

壯年 歌 新小說

罪 新小說

新小說 年

舟路 新小說

千曲川旅情 文界

寂寥 伽羅文庫

響 音 新小說りんりん りんりん

火曜日 新茶 讀賣新聞

文學界おつた

若 聖 救 人 前髮 處女き に はれて なつかしき の とこそはなりにけれ

若 聖 時 待 君 柿 實き ののたまはく をし たむ ならば かの の をとるなかれ



聖

草枕 文學界

人 身 尋 佗 道 森 分 入 道かなしいかなや の の かきなぐさめを ね び なき に け りて などなき をもとむら

ん

心 宿 宮城野 亂 熱 吾身 日影 薄 草枯 荒 野の の よ れて き には も く れて れたる こそうれしけれ

吾耳 吹 北風 琴 聽 悲 深 吾目 色彩 石 花 見ひとりさみしき は く を と き しみ き には なき も と きうれし

物 音 彈 野末 人 子 聲調 手 凍 門 身 果や の を きて をかよふ の よ ひく も りはて なに づけの の ぞ

逃 水 文學界げ

逃 水 逃 水 逃 水げ げ げ

植寸正久



君ゆふぐれしづかに ゆめみんとて たのしきそのへと われはゆかじ なつかしき と てをたづさへ

冥府くらき までも かけりゆかん れひもなやみも わがみかみに まかすることをぞ よろこびとせん

曉 誕生の

紅 光 放 明星 處女 汝ことにさやけき の を つ や やがて となるまでの がおひさきのしるべせよ

朽 九 芸術 神 心 香 露ああ ちずてふ つの の も あらば このうるはしきみどりごに の をそそげかし

香 露の をそそげかし

幸

幸 渴 人 樹 蔭 草はあつさにつかれはて きかなしむ にあれ ああ の の

深 泉 飮 自然 湧 淸 命 汲く すめる を みほして のうちに きいづる き を ましめよ

二 泉つの

關良一 藤村詩集 日本近代文學大係 角川書院    



渴 人 樹 蔭 草深 泉 飮きかなしむ にあれ ああ の の く すめる を みほして

自然 湧 淸 命 汲のうちに きいづる き を ましめよ

幸

幸 望 薄 思 人 風 熱 泉 浴 自然は みの くして ひなやめる にあれ ああタ のきたるとき き に みして のう

奇 力 知ちにほとばしる しき を らしめよ

岩 岩 谷 砂 砂 山 綠 草 生 花 園と との のかげ と との のはを の の ひいでて さく となすまでは あふれい

晝 夜 泉 旅人でつつ も も たえぬ としるや

    

神 生 動のうちにわたしたちは き、

存在き している、

神のうちに

愛

光 愛よりもやみを した

生

人間 一度死 死後 受 定には ぬことと にさばきを けることが、

まっている

死

生 生

同註
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要 旨

絶對唯一 神 信 習慣 日本人 敎 對 方 特殊 何の を じる のない のキリスト に するうけとり は で それは より、

新 文化 道德倫理 入 一面 宗敎 倫理 同一視 倫も しい として として ってきた そのために では と とを し、 。 、

理 源泉 神 深 近 倫理 神 見 傾向 生 信仰の である に く づくことなく そのもののみを として る を じた を、 。

倫理 敎徒 社會主義者 派生はなれた のみがのこったわけである キリスト から を したのはそのためであ。

敎義 附屬 社會的正義感 信仰 本體 神 置 去 社會主義る に した が の としての を き りにして を あ。 、 、 、

理想社會 禮拜 對象 藤村 自然 神 同一視 汎神論的傾向るいは を の としたというわけである の と とを する。

神 言葉 十字架 死 福音 人間 人間 罪 犯によるものである ここにあげた の と の と に がそむけば が を した。 、

敎 世界觀 藤村 神 人間 同等 視 傾向 從ことになるというのが キリスト の である は と を に る があり っ、 。 、

罪意識 缺 笹淵友一 思想以前 傾向て を いていたのである だからこそ のいう これはほとんど の であり。 、

藤村 個性 日本人 傳統 聖書 文學的觸媒 藤村の であるばかりでなく の でもあった のである を にした、 。

詩 藤村 個性 獨自 上 成 立は という の のロマンティシズムの に り っているといえよう、 。

藤村 自然 聖書 敎 神キーワード キリスト ロマンティシズム、 、 、 、 、
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